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中学生のスキブ♭を測定する民度の開発に関する研究の動向
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Development
ofscales meastlrlng Ski11sinjtlniorbigh schooIshldents：An overview ofstudies

JunkoIidaand恥shinoriIshikuma（みざ若宮払お〆軸c如g砂地g〃β作物〆器α々伽∂q器〟ゐα∂αβαト

∠好符，顔α乃）

As anincreasein problem behavior of junior bigb scbooIstudents，attention has been paid

Slg血色cantly to their skills
for dealing witb everyday tasks・Wbile many kinds of scales measurlng

SkillsinJunior bigh scbooIstudents bave been developedin the

directly focuses on skillsin junior higb scbooIstudents have not

Thus，the present study conducted a review of34articles published

With development ofthose scales for tbe purpose oftrying to figure

be containedin a scale that measures skills comprehensively of

US and Europe，a SCale that

been developed yetinJapan．

in abroad tbat were associated

Out What
kind
of skills should

Japanese junior high scbool

Students．The result yielded9socialskills scales，2study skills scales，1stress coping scale，1

decision－making skills scale，1problem－SOlving scale，1schooIsurvivalskills scale，41ife skills

SCales．Those scales measure skills needed
to dealwith tasksin tbe areas corresponding to the

缶amework of scboolpsycbology for supporting students，Whichincludes 4 aspects：aCademic，

psycilOlogicaVsocial，Careeちand bealtb．Tberebre，it seems valid to develop a scale whicb measures

SkillsinJapanesejunior
higb schooIstudents using tbe良‘amewOrk of schoolpsychology

Key word＄：Skills，SCale，junior bigb scbooIstudent，SChoolpsycbol喝y

問題と目的

不登校や少年犯罪の増加・低年齢化など中学生と

関連する問題傾向の増加が指摘されている（内閣

府，2002）．青少年の問題行動の発生率の高い欧米

では，青年の反社会傾向や孤独感・うつ傾向などの

問題傾向の背景に社会的スキルやライフスキルな

ど，日常生活の中で求められるスキルの欠如がある

ことが以前から指摘されている．例えば，Ⅵなhler

＆Dumas（1986）は，反社会傾向を示す生徒の多

くは社会的スキルが低いことを指摘している．ま

た，Asher＆Ⅶheeler（1985）は，社会的スキルが

子どもの孤独感やうつ傾向と強く関連していること

を示している．このように，子どもの問題傾向の増

加が深刻な社会問題として長く取り組まれている欧

米では，問題傾向の背景にある子どもたちのスキル

に焦点を当てた研究が多々行われている．近年，日

本においても，社会的スキルに焦点を当てた研究は

増加傾向にある．例えば，社会的スキルの欠如は学

校ストレスや学校における不適応状態を引き起こし

やすいことが研究によって明らかにされている

（戸ケ崎・岡安・坂野，1997；戸ケ崎・嶋田・坂

野・上里，1995）．

スキルに焦点を当てた研究（例．スキルとその他

心理学的変数の関連を検討する研究やスキルトレー

ニングの実践研究）を行うためには，スキルを測定

するための尺度が必要となる．スキルに焦点を当て

た様々な研究が行われている欧米では，多くのスキ

ルを測定する尺度が開発されている：社会的スキル

尺 度（Gresham＆Elliott，1990；Matson，Rotatori，
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＆Helsel，1983；Merrell，1993；Riggio，1986），スタ

ディスキル尺度（Du払ul，Rapport，＆Perriello，

1991），ライ フスキル尺度（Darden，Ginteち＆

Gazda，1996）．日本でも欧米で行われた研究を基に

作成されたスキル尺度がいくつかある．例えば，

Goldstein，Spra放in，Gersha呵＆Klein（1980）が作

成した若者のための社会的スキルのリストを基に菊

池（1988）が作成したKikuchi，s SocialSkills Scale

（氾SS－18）や，Riggio（1986）が対人関係における

情報のやりとりの過程に焦点を当てて作成した

SocialSkillsInventory（以下，SSI）を基に椎野

（1988）が作成した日本版SSIがある．ただし，こ

れらの尺度は文章が比較的理解しやすいため中学生

にも活用可能とされているが，中学生のスキルを測

定することを目的として作成された尺度ではない．

また，これらの尺度は対人関係のスキルの測定に限

定されており，中学生が学校生活を送る上で求めら

れる幅広い課題に取り組むためのスキルを測定する

ことはできない．

上記のように，スキルに焦点を当てた研究は，対

人場面で効果的にふるまうためのスキルである社会

的スキルに関する研究の中で行われているものが多

い．一方，生徒は学校場面において対人関係に限ら

ず，学習面，進路面，健康面など幅広い課題に取り

組むことが求められる．心理教育的援助サービスの

理論と実践を支える学問体系である学校心理学で

は，生徒への援助サービスを学習面，心理・社会

面，進路面，健康面という4つの側面でとらえるこ

とを提唱している（石隈，1999）．そして，それら

の領域の課題に取り組むために必要なスキルの欠如

も，社会的スキルと同じように問題傾向や学校にお

ける不適応状態に影響を及ぼすことが考えられる．

中学生の学校生活をサポートすることを考えると，

様々な側面のスキルを包括的にとらえることのでき

る尺度が必要となる．

以上のような現状をふまえ，本研究は日本の中学

生を対象とした包括的なスキル尺度の開発の前段階

とし，以下の2つのことを目的とする．第1に，欧

米における中学生を調査対象範囲に含むスキル尺度

の開発にかかわる研究を展望し，開発されている尺

度の特徴（対象年齢，対象領域）を検討する．第2

に，各スキル領域で開発されているスキル尺度の特

徴を検討し，学校生活スキル尺度にどのようなスキ

ルが含まれる必要があるのか検討する．この2つの

ことを通して，中学生のスキルを測定する尺度の開

発に関する研究の課題と今後の研究の方向性を検討

する．

方 法

以下の方法で文献検索を行った．American

PsychologicalAssociationのPsycINFOを使用 し，

1980年以降の過去20年間において発表された論文

の中から，（juniorhigh scbool，middle school，Or

adolescent），（skill），（scaleorinventory）をキー

ワードに含む論文を検索した結果，85の研究が抽出

された．また，ここで検索されなかった学校心理学

関係のスキルに焦点を当てた研究を検索するため，

SchooIPsychologyReviewの1980年代以降の目次を

あたった．さらに抽出した論文に引用されていた尺

度については，その尺度の開発についての原著論文

にあたった．その結果，1976年から1980年に作成さ

れた尺度が4つ含まれた．これらはいずれもその後

の研究で繰り返し活用されている重要な尺度である

ため，1980年以前ではあるが採用した．その結果，

93の研究が得られた．

上記で得られた93の研究の中から，次の2つの基

準を用いてその後の分析の対象とする研究を選択し

た：（1）調査研究を実施しており，スキル尺度を開

発しているまたは既存のスキル尺度を実施している

研究（また尺度とは明記されていないがスキルを測

定するための複数の項目が記述されている研究も含

めた），（2）被調査者に中学生（13歳～16歳，7年

生～9年生）が含まれている研究．これら2つの基

準にて各研究を検討した結果，50の研究が基準を満

たしていた．次に，実際のスキル項目を記戟してい

ない論文や，本研究で含まれている尺度作成に関す

る先行研究の追試を行っており，結果が同じものに

ついて除外した結果，16の研究が除外の対象となっ

た．このような過程を経て，最終的に34の論文を対

象に文献研究を実施した．

結 果

①研究の特徴

上記の方法で得られた34の研究の第一著者，出版

年，対象者，スキルの領域，用いられているスキル

尺度，研究の特徴を7ゝblelに示す．それらの研究

の（1）対象者，（2）スキルの領域についてまとめ

る．

（1）調査対象範囲 調査対象範囲は大きく2つに分

かれる．1つは学校における年齢区分（学年）で対

象者を分けているものであり，それらは仝研究の4

剖を占めていた．学年を活用している研究でも，そ

の対象範囲は様々であった．アメリカの教育制度

（高校までの義務教育制度，幼稚園～12年までの数
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育の小貫性の意識）の特徴と関連し，青年期を対象

とした研究には中学生・高校生を7年生～12年生と

いう形で一緒にしている研究が多く，5つの論文が

その範囲を採用していた．また幼稚園～8年生，幼

稚園～12年生，1年生～9年生という幅広い範囲を

用いている研究がみられた．中学生を対象とした研

究は2つあり，その他に特定の学年（7年生，8年

生）を対象とした研究がみられた．発達的を検討を

行うため7年生，9年生，12年生を対象とした研究

が1つと，5，6，7，8年生を対象とした研究が1つ

みら讃tた．2つ目は，年齢のみが記載されている研

究であり，それらは全ての研究の6剖を占めてい

た．それらは大きく3つに分類することができる．

第1の分類は，思春期・青年期前期と対応する年齢

範囲（12歳～18歳の範囲以内）を対象とした研究で

あり，これらは全体の4分の1を占めた（9研究）．

第2には，児童期・青年期前期と対応する年齢範囲

（4歳～19歳に含まれる）を対象とした研究が4つ

みられた．第3には，青年期前期・後期と対応する

年齢範囲（12歳～27歳に含まれる）を対象とした研

究が2つみられた．

次に研究の対象者は主に通常学級に通う生徒と特

定の臨床群（例．非行傾向を示す生徒）に分けるこ

とができた．通常学級に通う生徒を対象とした研究

では，生徒のスキルの一般的を発達傾向を把握する

ことに焦点がおかれているのに対し，特定の臨床群

を対象とした研究ではその臨床群が示す問題の傾向

とスキルの欠如の関連に焦点がおかれていた．前者

に分類される研究は，全体の6割を超えていた（22

研究）．特定の臨床群を対象とした研究では，非行

青年を対象とした研究が7つあり最も多かった．そ

の他には，軽度の知的障害を抱える生徒を対象とし

た研究（1），行為障害（1），注意欠陥多動性障害・

反抗挑戦性障害（1），聴覚障害（1）が含まれた．

（2）研究領域の特徴 社会的スキル・社会的コンピ

テンス（以下，社会的スキル）に関する研究は19と

圧倒的に多く，対象とした研究全体の半数以上を占

めていた．社会的スキルに含まれる研究の中でも，

社会的スキル全般を対象とした研究と，社会的スキ

ルの特定の側面（対人認知的問題解決スキル，コ

ミュニケーションスキル）に焦点を当てた研究がみ

られた．次に，スタディスキル・アカデミックスキ

ル（以下，スタディスキル）に関する研究が9つあ

り，全体の4分の1を占めていた．ここでも全ての

教科に共通して活用することができる全般的なスタ

ディスキルに関する研究と，特定の教科に関連する

スキルの研究（読みスキル，文法スキル，サイエン

ス・プロセススキル）に分かれた．ライフスキル尺

度を開発・活用している研究は5つ抽出された．ま

た，スクール・サバイバルスキル尺度を用いている

研究が2つ抽出された．この3つの研究領域の他

に，ストレスコービング，意思決定スキル，問題解

決スキルに関する研究が1つずつ得られた．

②各スキル領域における尺度について

前述の各スキル領域で作成されているスキル尺度

について，尺度名（開発者），対象範囲，評定方法，

下位尺度，心理統計的特徴についてまとめる

（瀧ble2～取ble4）．各スキル領域は単一的な側面

に焦点を当てているものと，生徒の持つスキルを包

括的にとらえる試みのものと大きく2つに分類する

ことができる．前者には，社会的スキル，スタディ

スキル，ストレスコービング，意思決定スキル，問

題解決スキルが含まれる．後者には，スクール・サ

バイバルスキル，ライフスキルが含まれる．以下，

この順番で各スキル領域で作成された尺度につい

て，その特徴を述べていく．

（1）社会的スキルを測定する尺度 社会的スキル

は，社会心理学，臨床心理学，障害児教育など様々

な領域で，多くの研究がなされている．そのような

背景から，社会的スキルの定義は実に多様であり，

統一の見解は得られていないのが現状である．社会

的スキルの定義に関して，Gresham（1986）が3つ

に分類している：『（∋仲間からの受け入れの定義』

『②行動論的定義』『③社会的安当性の定義』．どの

立場で研究するかにより用いる測定方法や活用する

尺度が異なる．①の立場を採用した研究では，仲間

からの受け入れを測定するためにソシオメトリック

法が最も頻繁に用いら頚tる．②の立場をとる研究で

は，ある行動が生起する頻度やその行動への随伴刺

激を行動観察によって測定する方法がとられる．（彰

の立場をとる研究では，社会的スキルの理論や先行

研究の知見を基に中核となる社会的スキルを明らか

にし，それらスキルを測定する尺度やチェックリス

トを作成すると同時に，その行動が調査対象として

いる集団の中で機能的に役立つかということを検討

する．現在は③の立場で行われる研究が多く，本研

究で扱う社会的スキル尺度も具体的な行動を含みか

つそれが調査対象とされる集団の中で機能的な行動

かどうかが検討されているものが多く，③の立場で

作成された尺度と言える．以下，各尺度の作成目的

や主な特徴について述べる．なお各尺度の下位尺度

や心理統計的特徴は1もble2に示す．

まずソシオメトリック法を応用して作成された

測度に，Tbe PupilEvaiuationInventory（托karik，

Prinz，Liebert，Ⅵわintraub，＆Neale，1976）がある．

この測度は，左側に具体的な行動に関する35のスキ
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ル項目が並べられ，上の欄にはクラスメートの名前

が並んでいる行列表からなる．生徒および教師は左

側に並んでいるスキル項目に当てはまる生徒の欄の

ところに‘Ⅹ’をつけ，その後各生徒は，同じスキ

ル項目の中から自分の行動に当てはまる項目に○を

つけるよう教示を受ける．この尺度は①の立場で仲

間からの受け入れを測定できると同時に，具体的な

行動の記述も含んでいるため自己評定尺度としても

利用可能であり，有用性が高い測度である．抽出さ

れた34の研究の中でも托ankel＆Myatt（1994）に

おいて利用されていた．

次に非行青年の社会的スキルを測定するために作

成された測度が2つある．1つは，非行青年を対象

とした測度TheAdolescentProblemInventory（以

下，API）で，取eedman，Rosenthal，Donahoe，

Schlundt，＆Mc払11（1978）によって作成されてい

る．この測度は，本研究で対象とした研究の中でも

3つの研究に利用されており，非行青年を対象とし

た研究で数多く利用されている

Stouthamer－Loebeち ＆ 払tterson，

Jenson，Catalano，＆Ⅵも11s，1991；

1991）．2 つ 目 は，托eedman

の研究を基に，Gaだney＆Mc払11

（Dis‡1ion，Loebeち

1984；Hawkins，

Hover＆Ga放1ey；

et al．（1978）
（1981）が青年期

の非行傾向を示す女子の社会的スキルを測定するこ

とを目的に作成したThe‡）roblemInventorybr

Adolescent Girls（以下，P工AG）である．これら2

つの測度は，非行青年が葛藤を抱えやすい場面の項

目からなっており，非行青年にそのような場面にど

のような行勒をとるかロールプレイで演じることを

求めるものである．APIは機能的な行動から非機能

的な行勤まで9段階の評定基準が記載されているマ

ニュアルに従って，評走者がビデオ録画された青年

のロールプレイを基に評価する．PIAGも同様の方

法で得点化されるが，評定は5段階で行われる．こ

れらの研究の基本的な前提は，非行傾向を示す青年

は葛藤を引き起こす特定の場面において，その葛藤

を機能的に処理するスキルが欠如しているために問

題を起こしやすいと考える．そのため，彼らが現在

使用している不適切な行動を機能的なスキルで置き

換える介入が目指される．そこでAPIやPIAGが果

たす役割は，青年がどのような場面で葛藤を抱えや

すいのか，その場面における彼らの現在の行動がど

うなっているのか，機能的な目指すべき行動は何か

という情報を明らかにすることである．

次に子どもが示す臨床的問題と社会的スキルを同

時に測定できるという利点を持ち，多くの研究で活

用されている測度に，Achenback＆Edelbrook

（1979）が作成したChildBehaviorChecklist（以下，

CBCL）がある．本研究で対象とした研究の中でも

2つの研究で利用されていた（Dishionetal．，

1984；恥ankel＆Myatt，1994）．この測度は6歳～

11歳，12歳～16歳という各年齢段階で子どもが示す

問題行動を分類するために作成されたチェックリス

トである．社会的コンピテンスに関する項目は，ス

ポーツや一人遊びやお手伝いに参加する程度を測定

する下位尺度『活動』，計画されたグループ活動へ

の参加，友だちの数や話しかける頻度，他者との関

わり，自立して課題をこなしたり遊んだりできる能

力を測定する下位尺度『社会性』，教科学習におけ

る達成度や生徒の特殊学級の利用度や成績，学校で

の問題行動を測定する下位尺度『学校』という3つ

の下位尺度からなっている．

上記の尺度はいずれも社会的スキルを測定する項

目を含んでいるが，社会的スキルの測定を主な用途

と明記していない．子どもの社会的スキルを測定す

るための尺度は，Matson et
al．（1983）によって

作成されたMatson Evaluation of SocialSkillwith

恥ungsters（以下，MESSY）が最初の試みである．

Matson et al．（1983）は，それまでの社会的スキル
を測定する項目の作成に関する研究が，研究者の先

験的な仮説に基づいて行われていることを指摘し，

対人的な言語的・非言語的行動や強化を最大にする

状況に関する先行研究や，CBCIノを含む社会的スキ

ルを測定する項目に関する先行研究を幅広く網羅

し，92項目からなるMESSYのための項目を収集し

た．それを基に子ども422名と，子ども322名の教師

を対象に調査を実施した結果から，自己評定用・教

師評定用のMESSYを作成している．このような過

程を経ているため，MESSYは安当性が比較的高い

尺度と言える．

子どもの学校適応や学業成績と社会的スキルの関

連を指摘する研究が増加すると伴に，学校で社会的

スキルを教育するプログラムが増加した．そのよう

な背景から，1990年以降学校での使用を強く意図し

た社会的スキル尺度が次々と作成された．ここでは

代表的な3つの尺度について述べる．第1の尺度

は，Gresham＆Elliott（1990）によって作成され

たTheSocialSkills RatingSystem（以下，SSRS）

である．これは数ある社会的スキル尺度の中で，最

も技術的に優れた評定システムとされており，多く

の学校ベースの研究で活用されている（Ⅶalkeち

Stiebeち＆Eisert，1991）．本研究で対象とした研究

の中でも2つの研究で活用されている（Cartledge，

Cochran，＆P批l，1996；恥ankel＆Myatt，1994）．

この評定システムには，自己報告乱 数師評定用，

保護者評定用と別々のフォームがあり，幼椎園，小
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学校，中学校・高校用がある．自己評定用・教師評

定用・保護者評定用でそれぞれ項目数も含まれてい

る下位尺度も異なっている（1もble2）．

第2の尺度は，Walker et al．（1991）が作成し
た青年期版のヤ鞄1keトMcConnellScale ofSocial

Competence and

である．これも，

度の1つである．

する『自己統制』

SchooIAdjustment（以下，ⅦMS）

学校場面で多く利用されている尺

この尺度の特徴は，SSRSと対応

『共感性』『仲間関係』といった社

会的スキルの側面を測定する下位尺度の他に，『学

校適応』の下位尺度を含んでいることである．学校

適応の下位尺度は，主に学業達成行動（例．「適切

なレベルの課題を完成させる」「席に座って課題を

こなしている」「良い勉強の習慣を持っている」）を

測定している．

第3の尺度はMerrell（1993）が開発したtbe

SchooISocialBehaviorScales（以下，SSBS）であ

る．Merre11（1993）は，SSRSでは主に肯定的な社

会的行動に焦点が向けられているため社会的問題行

動を測定する項目が十分でないこと，WMSでは社

会的スキルと適応的な学習行動のアセスメントに適

した尺度であるが，問題行動のアセスメント要素を

含んでいないことを指摘した上で，社会的コンピテ

ンスと反社会的行動を包括的にとらえることができ

る尺度を目指して，SSBSを開発した．社会的コン

ピテンスと同時に，『敵意・短気』『反社会的・攻撃

性』『破壊的・要求的』という反社会的行動の側面

が測定できる点で有用性がある．

最後に，Inderbitzen＆恥ster（1992）によって

作成されたThe7もenageInventory ofSocialSkills

（以下，TISS）の特徴を述べる．社会的スキルを測

定する多くの尺度は，幼児や子ども，または一般成

人を対象とした研究から得られた社会的スキルの理

論に基づいて作成されている．そのため，SS】∋Sの

ように対象範囲が幼児～12年生と非常に幅広いもの

や，SSRSとⅦMSのように対象範囲は青年期とさ

れているが，幼児や小学生を対象として作成された

項目を修正・追加して作成されたものが多い．その

ような中，TISSは肯定的な仲間関係を維持するた

めに重要なスキルは発達段階ごとに変わるという前

提に基づき，青年期特有の友人関係に必要な社会的

スキルを測定する目的で作成されている点で，独自

性がある．尺度の開発段階でも，社会的スキルの先

行研究と同時に青年期の仲間関係や友情に関する先

行研究を基に項目を作成し，また各項目に対し①各

項目が仲間の好き嫌いを決定するのにどの程度影響

するか，②各項目の社会的望ましさ（good－bad），

③自分が行う頻度という3点について，対象範囲に

ある青年に回答を求めた上で，最終的な項目を作成

している．そのため，TISSは，青年期の友人関係

に必要な社会的スキルを測定する尺度として，内容

的妥当性が高いと言える．

（2）スタディスキルに関連する尺度 スタディスキ

ルとは，効果的な学習を行うためのこつや学習習慣

を維持するための行動である．スタディスキルに関

する研究は義務教育課程における学習が始まる」、学

生を対象としたものが多く，中学生以降を対象とし

た研究は非常に少ない．中学生のスタディスキルを

測定するために作成された尺度は，検索されなかっ

た．

スタディスキルに関する項目は前述の社会的スキ

ルを測定するための尺度のいくつかに含まれてい

る．例えば，前述のⅥね1ker et al．（1991）によって

作成されたⅦMSの下位尺度である『学校適応』

は，具体的な学業達成行動を測定する項目（例．

「適切なレベルの課題を完成させる」）を含んでい

る．またMerrell（1993）によって作成されたSSBS

も，社会的スキルの1つの下位尺度としてアカデ

ミックスキルを含んでいる．Merrell（1993）のア

カデミックスキルに含まれる項目は，「促されるこ

となく個別のワークシート課題を終わらせることが

できる」「教師の指示を聞き，実行する」「必要なと

き適切に援助を求められる」などがある．

一方，Du払ulet al．（1991）はこれら社会的スキ

ル尺度に含まれるスタディスキルの項目は以下の点

で十分でないとしている：（1）様々な教科にわたる

学業の達成と正確性をターゲットとするには項目で

用いていることばがあまりにも一般的すぎる，（2）

学業成績に基づいた測度との関連を検討した結果に

よって安当性を確認できていない，（3）繰り返し用

いることを想定した場合，項目数が多く全ての項目

に答えないといけないということが実施を難しくす

る．以上のことを踏まえ，DuPaulet al．（1991）は

バ、学生の持つスタディスキルを教師が評定するため

の尺度，『AcademicPerformanceRatingScale（以

下，APRS）』を作成している．同様に，中学生を対

象と した尺度ではないが，Miller＆Byrnes

（2001）の研究において高校生を対象にスタディス

キルを測定する尺度the Learningand Study

StrategiesInventory－High SchoolⅥ三rSion（LASSI－

HS；Ⅶeinstein＆．鞄1meち1990）が用いられている．

APRSとLASSトHSは，項目の内容が容易であるこ

とや質問の量が少ないことから，中学生でも実施可

能と考えられる．これら2つのスタディスキルを測

定する尺度を1もble3に示す．

前述のように中学生を対象としたスタディスキル



221

壁
邪
鰊
瀬
医
射
璃
‥
壁
珊
鰊

磐
尊
蜂
ふ
咋
小
紋
‥
壁
凝
婆

飯E馴浜子・石隈利紀：中学生のスキルを測定する尺度の開発に関する研究の動向

壁
邪
鰊
轢
区
射
場
‥
蟄
郡
餅

封
丁
椒
－
蛋
E
‥
壁
尊
墜

刈
り
小
山
蒔
り
芸
郡
部
せ
耕

一
全
社
ベ
Y
安

東、増血

h
唱
捕
縛
雑
－
ユ
〔
舟
吋
雛
幼

′
〕
、
琵
e
ぐ
せ
朴
‥
皿
曝
潟
由
へ
嘲
政
蛍
ト
e
ぐ
①

（
皿
啓
治
）
悠
裟
欒
琵
…
長
《
卓
舟
べ
㊤

．
坤
心
付
長
皿
畔
ト
∞
N
振

れ嘲

叱
空
将
小
脳
買
収
層
挙
e
（
増
資
蟻
撼
㊥
へ
放
露
山

車
哩
㊥
－
燦
蹄
村
長
心
富
山
貰
《
主
叶
咋
㊤
）
ぐ
の

（
岬
哺
㌢
小
中
越
P
ユ

．
せ
～
三
村
レ
J
感
∴
）
世
故
寸

哨
放
漫
ま
W
咄
繚
の
～
曲
敏
一

紬
亙
㌢
む
S
一
度
盲
コ
串

（
蟹
藤
松
・
野
藤
糾
）
鍵
紳
粍
準

寒
冷
鍵

増
巴
～
M
確
O
T

壁
郡
鰊
富
コ
取
食
‥
壁
郡
嚇

…
零
細
－
宝
鑑
‥
壁
螢
堕

壁
郡
秘
宝
コ
取
食
‥
墾
邪
鰊

…
琴
紙
－
宝
鑑
‥
壁
塔
婆

（
皿
呼
N
）
饗
皿
ズ
皿
野
山
）
壁

恕皿
｛
（
皿
畔
…
こ
華
飴
疋
心
血
－
（
皿
堺
卜
）
鰻
紹

ぷ
ユ
や
城
り
心
安
蟹
‥
皿
鮮
O
N
缶
へ
軸
叱
壁
ト
e
ロ
せ

（
讃
医
会
墾
鱒
へ
椒
貨
e
藁
寮
草
ど
）
鞄
瓦

富
商
恕
－
（
胎
財
宝
貸
付
机
哺
｛
職
亙
金
属
紹
）
鞄
瓦

忠
義
鮮
二
感
装
蝉
匿
へ
絹
椒
翁
憩
・
砕
空
）
小
1
日

○
ト
ト
雷
蔵
恕
∴
華
能
会
哨
鍵
．
海
女
怠
酎
鋸
）
小

－
ロ
ト
ト
会
席
粕
‥
皿
轡
等
轟
へ
嘲
叱
蛍
ト
e
P
∞

（岬

仰
望
レ
郡
）
叫
戚
レ
刈
．
§
～
′
）

心
付
御
璽
レ
郡
）
却
．
1
）
滋
塗
∽

磁
放
心
皿

封
せ
Z
｛
～
劫
駄
の

（
…
元
巴
諒
h
h
一
ぶ
増
へ
亡
き
○
義

汀l期中慧ぷUS

ビ
心
出

ゼロ○邑叫Z

川
s
s
s
s
）

む
一
拍
U
S
の
ヨ
月
S
一
花
A
叫
㌢
ヨ
S
一
〇
〇
一
U
S
む
ぷ
｝

ユ
「
舟
ぺ
ミ
て
†
レ
ヽ
t
㌻
・
主
－
へ
ぺ

（
○
浣
｛
♂
h
O
冨
増
、
ぷ
包
む
○
出

古
道
○
出

古出盛）

巴
眉
口
己
○
で
S
些
コ
ロ

d叫月S∈）山鳥【む出盲8Sむちp可一己む羞むぷ｝

主
舟
ぺ
盛
装
舶
鞘
琵

（
T
0
0
N
へ
s
り
∈

・鼓幻

噌
一
山
云
小
岩
…
I
U
冨
凸
） ヒ
○
召
む
A
月

む
岩
石
d
∈
O
U
叫
ぷ
溜
芸
口
○
讃
じ
む
白
む
ぷ
｝

上
「
舟
K
鵬
悠
車
軸

（
恕
J
恕
」
．
ュ
望
．
∽
～

ペ
三
三
．
〇
）
。
岬
ペ
紬
軸
鶴
替
岬

ケ
野
磐
軸
軋
八
℃
－
口
車
。
班
せ
せ

哨
放
心
皿

東
砂
N
【
～
感
繚
ト

（
○
の
巴
－
s
0
0
芸
ダ
ー
H
粥
U
）
∈
h
式
日
n
（
芦

－
ご
○
召
巴
・
月S
む
S
己
○
紆
β
M叫
ぷ
d
O
U
む
ぷ
）

も
八
恕
－
n
ベ
ユ
エ
ぺ

車
輪
－
宝
鑑
∵
琴
畢
蟹

出
、
即
納
忠
義
食
．
壁
郡
秘
宝

溢出

盛
、
珊
軸
礫
区
敷
梱
‥
壁
邪
鰊

壁
雀
蜂

エ
ペ
小
紋
．
壁
輯
－
忠
疋
‥
壁
紫
哩

各鱗

へ耐蝕
臣
皆
．
｛
→
や
饗
轟
‥
皿
呼
m
N
缶
．
鶴
吐
逆
ト
e
c
g

（
皿
悍
N
t
）
壁
磯

城
怠
輯
恥
．
（
皿
将
門
）
主
－
D
エ
八
n
裔
軽
．
（
皿

鮮
ト
）
増
刊
轢
朴
‥
皿
呼
の
【
缶
．
嘲
攻
蛍
ト
e
c
C

（岬

桝
望
レ
郡
）
叫
戚
レ
刈
．
∽
～
二

心
心
桝
璧
レ
郡
）
軸
．
こ
瀕
蛍
∽

鵬
鈷
山
皿

封
故
N
【
～
胡
せ
の

止む己一一ぷ

増

口
○
叫
S
h
避
r

S
聖
叫
β
已
｝
S

β
宗
【

ぷ
じ
届
ぷ
遥
r 川
s
H
一
S
S
可
J
）

ち
○
月
U
S
鳥
叫
写
ご
○
召
聖
・
ぷ

合コ｝S

p
莞
野
l
－
已
謡
J
む
召

璧
七
郎
坤
ケ
り
心
淡
紫

望
七
郎
三
瀬
レ
」
感

（
ュ
」
瓜
瞥
僻

．
S
～
ユ
J
舶

．
こ
悠
蛍
∽

鵬
鈷
藍
〕
蒔

胡
瓜
W
′
て

（
｛
宗
l
、
○
コ
む
て
一
度

増

ビ
○
払
a
付
出
ゴ
ー
d
丸
コ
凸
…
s
出
d
包
む
一
日
S

叫
名
付
粥
む
じ
畠
己
一
点
レ
d
）
応
じ
叫
己
り
p
招
じ
司
り
ぷ
｝

ユ
へ
舟
ぺ
†
如
小
へ
K

糸
竹
替
宝
」
ぬ
堪
封
′
〕
、

嘲
叱
耕
T
ト

恕
映
哨
飴

監
錯
感
東

（
細
辟
匠
）
哺
咄
空

雌
叱
上
へ
舟
吋
e
蜜
e
中

門
む
【
q
バ
r



222 筑波大学心理学研究 第26号

を測定する尺度開発の研究はみられないが，各教

科・各分野の学習に特有のスキルを測定する尺度開

発の研究がい く つかある．まずBording，

McLaugblin，＆Ⅶilliams（1984）は，12歳～16歳の

特殊教育学級に在籍する生徒を対象とし，彼らの文

法スキルに焦点を当てた研究を行っている．この研

究では文法スキルを測定するために，頭文字に関す

る下位検査2つ，句読点に関する下位検査，文章と

そうでないものを区別する下位検査，スピーチに関

する下位検査，計5つの下位検査からなる

Brigance DiagnosticInventory ofBasicSkillsと 教

師評定による生徒の文法スキルに関する質問項目が

用いられている．また，中学生の理科に関して，サ

イエンス・プロセススキルを測定する尺度を開発・

活用した研究がある（Burns，Okey，＆Ⅶise，1985；

Germann，Aram，＆Burke，1996；Staver＆Small，

1990）．サイエンス・プロセススキルを測定する代

表的 な尺度 にThe′托st ofIntegrated Process

SkillsII（TIPSII；Burns et alリ1985）が
あ る．

TIPSIIは，以下の5つの特定のプロセススキルを

測定する36項目からなっている：『変数を明らかに

するスキル（12項目）』『仮説を明らかにし述べるス

キル（9項目）』『操作的に定義するスキル（6項

目）』『調査を計画するスキル（3項目）』『グラフを

措きデータを解釈するスキル（6項目）』．このテス

トは信頼性・妥当性も検討されている．

（3）ストレスコービンク ストレスコービングで

は，自分にストレスが生じていることを意識し，ス

トレッサーとなっている状況に適したコービング行

動を選択・実行することが重要とされている

（Gri放th，Dubo呵＆Ippolito，2000）．ストレスコー

ビングはある程度の認知的発達を必要とする行動で

ある．そのため，ストレスコービングに関する研究

は，大学生以降を対象とした研究がほとんどであり

（Endler＆払rkeち1990；Holahan＆Moos，1987；

恥bin，Holroyd，Reynolds，＆Wigal，1989），児童生

徒を対象とした研究は少ない．検索の結果得られた

中学生を調査対象に含むストレスコービングを測定

する尺度を活用した研究は1つであった．Gri放th

et al．（2000）は，Moos（1990）が作成 したthe

CopingResponsesInventory一泡utb恥rm（以 下，

CRI－Y）を用いた研究を行っている．Gri鮫tb et al．

（2000）の研究において，7年生，9年生，12年生

の被調査者は，3種類のストレッサー（学校スト

レツサー，仲間ストレッサー，家族ストレツサー）

に対してどの程度CRトYに含まれている48のスト

レスコービングを活用したか回答を求められた．彼

らの回答を基に主因子法・バリマックス回転による

因子分析を実施した結果，2因子が抽出され，第1

因子は『接近コービング』，第2因子は『回避コー

ビング』と命名された．Moos（1990）はCRトYを

概念的に生み出された8つの下位尺度から作成して

いるが，Gr漁th etal．（2000）の研究では2因子構

造が得られている．

（4）意思決定スキル 意思決定スキルとは，生活に

関する決定を建設的に行うためのスキルである

（ⅦHO，1994）．中学生の意思決定スキルを測定す

るのに用いることのできる尺度にMiller＆Byrnes

（2001）が 作 成 し たThe Decision Making

CompetencyInventory（以下，DMCI）がある．こ

の尺度は，大きな決断をする場面で自分がとる意思

決定の方法について，5件法で尋ねるものである．

また，この年代の意思決定の場面として，大学に進

学するかどうかや飲酒・薬物の使用についての意思

決定などが教示の中に例として挙げられている．尺

度作成過程では，意思決定に関する先行研究に基づ

き，3つの下位尺度（『メタ認知』『動機づけ』『行

動』）が想定され，30項目が作成された．それを基

に調査を実施した結果，10項目が除外され20項目か

らなるDMCIが作成された．DMCIの20項目につい

て主成分解・バリマックス回転による因子分析を実

施したところ，4因子が抽出され52％の分散が説明

された．4因子は，意思決定をする前に十分な情報

や過去の経験について考えるスキルからなる『情報

に基づいた認識』，選択した結果に影響を及ぼす注

意深く考える個人の性質からなる『自己内評価』，

批判的に選択肢を評価し選択することにおける決断

力に関する項目からなる『自律性』，適切な選択を

することにおける自信を測定する『自信』からなっ

ている．ただし，この研究では各下位尺度間の相関

が高いこと，および項目のことばの方向性の影響が

みられることから（例．逆転項目同士まとまる），

その後の分析においてはDMCIの合計得点のみを用

いている．

（5）問題解決スキル 問題解決スキルとは，日常の

問題を建設的に処理することを可能にするスキルで

ある（ⅦHO，1994）．問題解決スキルを測定する項

目を含んだ中学生を対象範囲に含んでいる尺度に，

The ParenトAdolescent Relationship Questionnaire

（f玖RQ；Robin，Koepke，＆Moye，1990）があ る．

この尺度は青年期（10歳～19歳）の親子関係を多面

的にとらえるための尺度で，家族の機能に関する理

論を基に，①スキルの欠如と明らかな葛藤，②信念

と期待，③家族構造という家族の3つの側面を測定

する16の尺度からなっている．回答方法は父親・母

親・青年それぞれ自己評定形式の質問紙に
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甘ue偽1seの2件法で回答する．青年版に含まれる

問題解決スキル尺度は26項目からなっており，それ

らは「問題を察知することができる」，「問題を明快

に定義することができる」，「解決策をいくつか挙げ

ることができる」，「出てきた解決策を評価すること

ができる」，「同意にたどりつくことができる」と

いったスキル項目からなっている．

（6）スクール。サバイバルスキル スクール・サバ

イバルスキルとほ，「学業で成功を収める可能性を

高める行動」である（恥1ey＆Epstein，1993）．

恥1ey ＆ Epstein（1993）は，Zigmond，Kerち

Scbae放ちBrown，＆払rra（1986）が作成 し た

SchooISurvivalSki11s Scale（以下，SSSS）を用い

て，the ScbooISurvivalSkills Curriculumと呼ばれ

る生徒の学習行動の多数の側面に働きかける介入の

効果を検討している．SSSSは26項目からなる尺度

で通常学級の教師が6つの側面のスクール・サバイ

バルスキルを包括的にとらえるための尺度である．

6つの側面は，学校に興味を示す程度を測定する指

標として課題に向けられた行動を測定する『学校へ

の関心』，時間や情報を効率的に操作するスキルを

測定する『整理スキル』，教材をまとめたり学業課

題を完成するためのスキルを測定する『課題完成』，

授業中自立した学習者として機能するためのスキル

を測定する『自立性』，教師とのより良い対人関係

を築くスキルであり，教師の指示に従うスキルを測

定する『対人スキル』，教室内のルールに従うスキ

ルを測定する『学校規則に従うこと』からなってい

る．これらのスクール・サバイバルスキルは，高い

学業達成を修めるために求められるスキルとされて

おり，学習がうまくいっていない生徒（例．行為障

害を抱える生徒など）に対し，これらのスキルに働

きかける介入を行うことが推奨されている．払Iey

＆Epstein（1993）は，介入によりこれらのスキル

を高めることができることを実証している．

（7）ライフスキル ライフスキルとは「日常生活で

生じるさまざまな問題や要求に対して，建設的かつ

効果的に対処するために必要な能力（WHO，

1994）」であり，WHO（1994）を中心に多くの研究

者が健康的な発達・機能に必要な様々な領域のスキ

ルを包括的にとらえる試みを行っている．中学生を

含む青年期を対象としたライフスキルを測定する4

つの尺度をr払ble4に示す．これらの尺度は2つの

流れに分類することができる．1つは，日常生活・

社会生活を効果的に過ごすために必要な幅広い行動

をライフスキルとしてとらえる読みである．

Landman，Irvin，＆Halpern（1980）によって作成さ

れた瀧stsforEverydayLiving（以下，TEL）は，

青年期のライフスキルを測定することを目的とした

尺度作成の先駆的研究である．この尺度が作成され

るまでは，ベーシックスキルとして伝統的な学業中

心のコンビテンシー（読み，書き，計算など）を測

定する尺度作成に関する研究がほとんどであった

（Landman et al．，1980）．彼らはベーシックスキル

の学習は自動的には現実生活のパフォーマンスには

移行しをいことを指摘し，日常生活を効果的に送る

ために必要なスキルであるライフスキルを測定する

尺度の必要性を主張した．そして7つのライフスキ

ルテストとその合計得点および基本的な読み尺度と

いう9つの得点を算出することができるTELを作

成した．TELは，中学生・高校生を対象にそれぞ

れ標準化されている．Poole＆Evans（1988）に

よって作成されたThe Questionnaire ofLife Skills

もこの流れに含まれる．

一方，1984年以降に作成されたライフスキル尺度
は，Brooks（1984）の提案したライフスキルの枠

組みに基づいているものが多く，理論に基づいた包

括性と発達的視点という特徴を持っている点で，そ

れ以前のライフスキル研究とは異なっている．

Brooks（1984）の理論に基づいて作成された青年

期を対象とした尺度には次の2つがある．1つは，

Darden et al．（1996）が青年（13歳～18歳）を対象
と して作成したLifb－Sl（ills DeveiopmentScale－

AdolescentIもrm，65－item
version（以下，LSDS－B）

である．もう1つは，LSDS－Bを基に，非行青年の

ライフスキルを測定するために作成されたTbe

Liね－SkillDevelopment ScaleJuveniie R）rm（Kad－

ish，GlaseちCalhoun，＆Ginteち2001）である．この

尺度は，LSDS－Bを非行少年に実施した結果みられ

た3つの問題点（LSDS－Bで使用されていることば

の難しさ，使用されている単語のいくつかが非行少

年の文化で用いられることばと一致しない点，項目

数が多い点）を改善し作成された尺度で，計30項目

からなっている．

考 察

①容研究のまとめ

過去20年間における中学生を対象範囲に含むスキ

ルを測定する尺度の開発に関する研究を検索した結

果，34の研究論文が文献研究の対象となった．ま

ず，調査対象者の特徴に関して，学校における年齢

区分によるものと，年齢による区分によるものに分

けられた．次に，対象者について，通常学級に通う

生徒を対象とした研究と特定の臨床群を対象とした

研究に分けられた．次に研究領域に関して，社会的
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スキルに関する研究が半数以上を占め，その他にス

タディスキル，ライフスキル，ストレスコービン

グ，意思決定スキル，問題解決スキル，スクール・

サバイバルスキルに関する研究がみられた．最終的

に，社会的スキルに関連する測定尺度9，スタディ

スキル2（中学生が対象範囲に記載されているもの

は0），ストレスコービング1，意思決定スキル1，

問題解決スキル1，スクール・サバイバルスキル

1，ライフスキル4が得られた．ほとんどの尺度は

ある程度の信頼性・妥当性が確認されており，中学

生のスキルの状態を測定するのに利用可能であるこ

とが示されていた．

本研究で得られた前述の中学生を対象範囲に含む

スキル尺度は，概ね学校心理学の心理教育的援助

サービスの4つの側面と対応する領域のスキルを測

定していた．それは，スタディスキルは学習面，社

会的スキルは心理・社会面，意思決定スキル・問題

解決スキルは進路面，ストレスコービングは健康面

とそれぞれ対応していると考えられる．またライフ

スキル研究におけるBrooks（1994）の4セット8

スキルの理論的枠組みも学弓交心理学の援助サービス

の側面と概ね対応していると考えることができる．

以上の結果から，学校心理学の枠組みを用いて中学

生のスキルを包括的に測定する尺度を作成すること

の妥当性が支持された．

②研究の課題と今後の方向性

過去20年間における中学生を含む青年期を対象と

したスキル尺度の開発に関する研究の動向を展望し

た結果から，スキル尺度の開発に関する研究の課題

と今後の研究の方向性について2点述べる．

第1に，青年期を対象としたスキル尺度は欧米に

おいても非常に数が少ない現状が示された．特にス

タディスキルや意思決定スキル，問題解決スキルな

ど学校における教育課題に取り組む上で重要と考え

られるこれらスキルの測定尺度はほとんど作成され

ていない．また青年を対象とした社会的スキルの測

定尺度はいくつか存在するが，それらの多くは前述

のように幼児や一般成人を対象とした研究から得ら

れた理論に基づいて作成された幼児用・バ、学生用・

一般成人用スキル尺度に修正・追加して作成された
ものである．肯定的な仲間関係を維持するために求

められるスキルは発達段階ごとに変わることを

Inderbitzen＆恥ster（1992）が指摘しているよう

に，学習の課題，進路面の課題，対人関係の課題

（友人関係，教師との関係，両親との関係），健康維

持の課題で求められるスキルも各発達段階で異なる

ことが考えられる．青年を対象とした実証的な研究

に基づいたスキル尺度の開発が求められている．

第2に，現在まで開発されてきたスキル尺度の多

くは，生徒の特定の側面を測定するためのものが多

い（例．社会的スキル，スタディスキル）．単一的

なスキルの側面を詳細に検討する尺度は，生徒の示

す苦戟の領域が明らかになっている場合に有効であ

る．一方，学校場面で多くの生徒の中から援助を必

要としている生徒をスクリーニングすることや，生

徒の様々な側面の申から苦戦している領域を把握す

るためには，生徒の援助ニーズを包括的にとらえる

ことのできるスキル尺度が必要である．包括的なス

キル尺度を実施した結果，特定の領域のスキルの獲

得・遂行の問題が示された場合，さらにその領域の

スキルを測定するための尺度で詳細に問題を検討す

ることができる．例えば，ライフスキル尺度で対人

コミュニケーションスキルが低いことが明らかに

なった場合，コミュニケーションスキル尺度を用い

て発話レベル・理解レベル・文脈の把握レベルのど

のレベルに問題が生じているのかを明らかにするな

ど，包括的な尺度と領域が限定されている詳細な尺

度を併用することで，生徒をよりよく理解すること

ができる．現在のところ，包括的なスキル尺度は日

本では開発されておらず，この尺度の開発は早急に

行われる必要がある．

引用文献

Achenback，TM．＆ Edelbrook，C．S．1979 The

Cbild Bebavior ProムIeII：Boys aged12－16 ＆

由rls aged 6－11，12－16．カα川αg 〆 C∂乃S〟肪曙

α乃dα才乃才cα才物cゐog喝瓢47，223－233．
Asbeち S．R．＆ Ⅶbeeleち VA．1985 Children’s

loneliness：A comparison of r匂ected and

neglected peer status．カ以和αg〆Co乃ぶ〝肋曙α乃d

α才乃才cαg物cあog噸》53，500－505．

Beidel，D．C．，nlrneち S．M．＆′mylor－Ⅰ屯rreira，J．C．

19991もaching study skills and tesトtaking

Strategies to elementary schooIstudents：Tbe

lもstbusters Program．ββゐα〃わγ肋d節cα才才0乃，23，

630－646．

Bording，Cり McLaughlin，TE ＆ Williams，R．L．

1984E庁ects ofなee time on grammar skills of

adolescent handicapped
students．カ〟和αJ〆

励以Cα才わ乃αg月gsgα柁ゐ，77，312－318．

Brooks，D．K．，Jェ1984 Alife－Ski11s taxonomy：

De魚ning elements of e鮎ctive
血nctionlng

through tbelユSe Of Delphitecbniq11e．Unpub－

1isbed dissertation，University of Georgla，

A払ens，GA．



226 筑波大学心理学研究 第26号

Burns，J．C．，Okey，J．R．＆ Ⅶise，K．C．1985

Development of anintegrated process skilltest：

TIPSII．カα和α7〆ガgざβα汀ゐ才乃5c才β乃Cg茄αCゐg喝

22，169－177．

Cartledge，G．，Cochran，L．＆Paul，P1996Social

Skill self－aSSeSSmentS by adolescents

hearlngimpalrmentin residentialand

SChooIs．彪椚βd才αgα乃d卑gc才αg且ゐcαgわ筏
36．

with

public

17，30－

Darden，C．A．，Ginteち EJ．＆ Gazda，G．M．1996

Life－Skills Development Scale－Adolescent R）rm：

The theoreticaland therapeutic relevance ofl血－

Ski11s．カ〟和αg〆脇邦ぬJ段α肋
Co㍑乃5gggク移18，

142－163．

Disbion，TJ．，LoebeちR．，StouthameトLoebeちM．＆

Patterson，G．R．1984 Skillde虫cits and male

adolescent delinquency ♪び翔αg〆 Aあ乃∂チ朔αg

α才gd軸c如g喝勤12，37－54．

DuPaul，G．J．，Rapport，M．D．＆ Perriello，L．M．

1991′托acher
ratings of academic ski11s：The

development of the Academic Per女）rmanCe

Rating Scale．5c如og軸c如g嘩汐ガβ〃才β叫劫，284－

300．

Endle工；N．S．＆ P拡keちJ．D．A．1990 Multidimen－

Sionalassessment of coplng：A criticalevalua－

tion．カ㍑和αg〆月ヲ作β乃α才物α乃∂SβC才α才物c如g嘩誹
58，844…854．

Reld，TH．1984 The role of cognitive develop－

mentin the acquisition of reading skills．

かねざβ㌢おね0乃rAおわⅦCね一九ね憫α蕗0乃α乙45，396．

Rlipczak，J．＆ Ⅶodarski，J．S．1979 Behavioral

interventionin public schooIs：Implementing and

evaluating a model．C∂〝℃Cg才〃β α乃d 50C才α才

物cゐ才αわγα邦dカ〝弼αJ〆βgゐα即才0γ
熊cゐガロg堺

Å飽娩0匁α乃d7協β吻25，104…116．

王もl叩 R．M．＆ Epstein，M．H．1993 A structured

instructionalsystem 女）r developlng the schooI

SurVivalskills of adolescents Ⅵrith behavioral

disorders．

Frankel，E

approach

tencein

254．

Freedman，

Schlundt，

βgゐαγ才0和gかょぶ0れお門，18，139－147．

＆ Myatt，R．1994 A dimensional

to tbe assessment of socialcompe－

boys．軸cゐog曙才cαgAざぶgぶぶ椚g乃ち6，249一

BJ．，Rosenthal，L．，Donahoe，C．P，

D．G．＆ Mc払11，R．M．1978 A sociaト

behavioralanalysis
of skilldeficitsin delinquent

and nondelinqtlent adolescent boys．カ緒川αg〆

α紹Sぴg才古材α乃dα才乃才cαg軸c如g喝瓢46，1448w1462．

Ga放1e沸L．R．＆Mc払11，R．M．1981A comparison

Of socialskillsin delinquent and nondelinquent

adolescent girls uslng a behavioralrole－playlng

inventory カα憫αg〆 Cβ乃ざα肋轡 α乃∂ α才乃才cα才

物c如g喝瓢49，959－967．

Germann，PJ．，Aram，R．＆ Burke，G．1996

Identばying patterns and relationships among the

responses of seventh－grade students to the

SCience process skillof designlng eXperiments．

カ従弼αg〆虎gsgα柁ゐ才邦ぶc才β乃Cβ詭αCゐ才喝33，79－

99．

Goldstein，A．P，Spra放in，R．P，GershaⅥち NJ．＆

Klein，P1986 Tbe adolescent：SOCialskills

training throtlgh structuredlearnlng．In G．

Cartledge，＆J．E Milburn（Eds），熊αCゐ才夕好SOC才αg

ぶ如払わc如伽乃ごゐ乃0〃α苦言がβ紹ゆ和αCあβS．2nded．

NewⅥ）rk：Pergamon Press．Pp．303叩336．

Gresham，EM．1986 Conceptualissuesin the

assessment of socialcompetencein children．In

PS．Strain，M．J．Guralnick，＆ H．M．Ⅶalker

（Eds．），α才g加乃なぶOCぬg みgゐα〃わr βgがβ妙椚β乃ち

αSぶg5S椚g乃ち α乃d 椚∂d析cαf才0乃．New「ゐrk：Aca－
demic Press．Pp．143…179．

Gresham，EM．＆ Elliott，S．N．1990 7協β 50C才αg

5ゐ才gね 勉若宮曙 勒ざお粥．Circle Pines，MN：

American Guidance，Inc．

Gri放th，M．A．，Dubow，E．E ＆Ippolito，M．E 2000

Developmentaland cross－Situationaldi飴rences

in
adolescents’coping strategies．カα川αg 〆

施び肋α乃∂Aゐggscβ乃Cち29，183】204．

Hawkins，J．D．，Jenson，J．M．，Catalano，R．E＆

Ⅵ屯1ls，E．A．1991Eだects of a ski11s training

intervention with juvenile delinquents．虎β5gα柁ゐ

0乃S∂C才αg一拍戊伽c才才cβ，1，107－121．

Holaban，C．J．＆ Moos，R．H．1987 Personaland

COnteXtualdeterminants of coplng Strategies．

カ紘和αg〆」托門0乃αg妙α乃d50C才αg軸c如g砂52，

946－955．

Hoveち S．＆ Ga放l印 L．R．1991The relationsbip

between socialskills and adolescent drinking．

Agc∂ゐogα乃dAgcβ如gぬ呪26，207冊214．

Inderbitzen，H．M．＆ R）Steち S．L．1992 The

teenageinventory of socialskills：Development，

reliabilit洪 and validity 軸c如才呼gCαgAぶSβざ5桝β乃ち

4，451－459．

石隈利紀1999 学校心理学一致師・スクールカウ

ンセラー・保護者のチームによる心理教育的援助

サービス 誠信書房



飯田順子・石隈利紀：中学生のスキルを測定する尺度の開発に関する研究の動向

Kadish，TE・，GlaseちB・AリCalhoun，G・B・＆Ginteち

EJ・ 2001Identifying the developmental

Strengths

life－Ski11s

q節乃dg作

楷野 潤

チ（Ⅰ）一

Of juvenile o庁enders：Assesslng four

dimensions．カα憫αg〆A戯才c才わ搾Sα邦∂

Co従邦5βg才喝21，85…95．

1988 社会的技能研究の統合的アブロー

・SSIの信頼性と妥当性の検討 関西大

学大学院人間科学，31，1－16．

Kennedy，M．G．，Felnel；R．D．，Cauce，A．＆

Primavera，J・1988 Socialproblem solving and

adjustmentin adolescence：Thein恥ence of

moralreasonlnglevel，SCOrlng alternatives，and

ねmily climate．カ㍑憫αg 〆 α盲邦gCαg α才gd

籾cあog嘩誹17，73－83．

菊池章夫1988 思いやりを科学する 川島書店

Landman，J．T，Irvin，L．K．＆Halpern，A．S．1980

Measurlnglife
skills of adolescents：7もsts for

Everyday Living （TEL）．脇α5α柁桝β乃g α乃d

励αg〟αfわ死去紹G〟才ゐ乃Cg，13，95－106．

MacNeil，K．M．1997 Thein女）rmalteacher social

Skills rating matrix：Furtherinvestlgation of

technical characteristics． ガ才sざβプ′お才ゐ乃rA∂ざわⅦCね一

九ね和α≠ゐ紹αgニ助椚α邦才若宮βS＆ 50C去αg5c才β乃CgS，57，

2858．

Martin，C．V1980 Socialskilldevelopmentin

delinquent
adolescent patients．Co椚C才才即β α乃d

ぶoc才αg 鞠c如αわ′α乃∂ カα憫αg〆 ββゐα〃わγ

第cゐ乃Og堺肋伽匁α乃d7協β吻26，35－36．

Matson，J．L．，Rotatori，A．E ＆ Helsel，WJ．1983

Development of a rating scale to measure social

skills in cbildren：The Matson Evaluation of

SocialSkills withlわungsters（MESSY）．ββゐαγ－

わαγ彪ぶβα作ゐα乃d乃β吻21，335…340．

Merrell，K．W1993Using behavior rating scales
to

assess socialski11s and antisocialbehaviorin

SChooIsettlngS：Development of tbe ScbooI

SocialBehavior Scales．Sc如og軸c如吻戯がgβ均

22，115－133．

MilleちD．C．＆Byrnes，J．P2001′払acbieve or not

to acbieve：A self－regulation perspective on

adolescents’academic decision
making．カα和αg

〆Eゐcα才わ柁αg軸c如g噸誹93，677－685．

Moos，R．H．1990 C坤オブ轡月β申0乃ざβ血γβ乃わ坪一拍α放

免門乃，ア柁g才桝才乃α町 肋紹びαJ．Palo Alto，CA：

Stanford University MedicalCenteこ

内閣府 2002 平成13年度青少年白書…21世紀を迎

えての青少年健全育成の新たな取組

pekarik，E．G．，Prinz，RJ．，Liebert，D．E．，鞄in－

227

traub，S・＆ Neale，J・M．1976 The Pupil

EvaluationInventory‥ A sociometric technique

ねr assessing children’s socialbehavi拡カ㍑憫αg

〆A如才0仰αJα才J∂軸c如吻

Poole，M．E．＆ Evans，G．T

Adolescents，

COmpetenCe．

C∂従乃5βg才槻

Riggio，R．E．

perception of

βγ才gゐゐカび和αg

4，83…97．

1988 Liね skills：

importance and

〆 Gα才血乃Cβ α乃d

16，129－144．

1986 Assessment of basic social

Skills・カα憫αJ〆鬼門0符αg砂α乃d50C才αg軸c如才－

（砂51，649－660．

Robin，A・L・，Koepke，T ＆ Moye，A．1990

Multidimensionalassessment
of parenトadoles－

Cent relations．軸cゐog曙才cαgAsざβ5ざ椚β乃ち
2，45ト

459．

StaveちJ．R，＆ Small，L．1990 7bward a clearer

representation of the crisisin science education．

カ㍑和αg〆戯ぶgα作ゐ去乃Sc才β乃Cβ熊αC如プ筍27，79－

89．

1bbin，D．Lリ Holroyd，K．A．，Reynolds，R．Ⅴ ＆

Ⅶigal，J．K．1989 The hierarchical払ctor

StruCture Of the coplng Strategiesinventoryこ

物gめβ乃g吻α乃d戯5βα作れ13，343…361．

戸ケ崎泰子・岡安孝弘・坂野雄二1997 中学生の

社会的スキルと学枚ストレスとの関係 健康心理

学研究，10，23－32．

戸ケ崎泰子・嶋田洋徳・坂野雄二・上里一

郎1995 社会的スキルの変化が友人関係と学校

不適応に及ぼす影響 日本行動療法学会第21回大

会発表論文集，180－181．

鞄hleちR．G．＆Dumas，J．E．1986‘A cbip o庁the

Old block”：Someinterpersonalcharacteristics of

coercive cbildren across

Strain，MJ．Guralnick，＆

α才gd柁乃な ぶOC才αgみgあα〃ゐだ

椚g乃ち α乃∂ 桝Od節cαfわ乃．

generations．InIミS．

H．M．Walker（Eds．），

βgが♂妙椚♂邦ちαS5βS5－

Newlぬrk：Academic

Press．Pp．49－91．

Ⅶalkeち H．M．，StiebeI；S．＆ Eisert，D．1991

′抱acber ratings of adolescent socialskills：

Psychometric characteristics and払ctorialreplica－

bility across age一節ade ranges．Sc如og軸c如物
腰β〃才β叫劫，301－314．

Ⅵ屯instein，C．E．＆PalmeちD．R．1990エβα和之夕好α乃d

5如砂 5わⅦ晦gβ5 ゐ即β乃わ野一聯Sc如og 砲門わ乃ご

と鬼βγな椚α乃〟αg．CgβαクWαねぢFL：H＆托．

WHO川畑徹朗（監訳）1994 ライフスキル教育

大 修 館 書 店（Ⅵbrld Healtb Organization：

Division
of Mental壬iealtb1993 エ砕 ざ彪肋



228 筑波大学心理学研究 第26号

βあ‘Cαfわ乃才乃5C如∂ね．Ann Aぬ叫MI：Universlty C〝〝才c〃gα桝．Pittsburgh，払：University of

Micro五1msInternational．） Pittsbu瑠h．

Zigmond，N．，Kerち M．Mリ Schae鮎ち A．，Brown，

G．M．＆ 払rra，H．E．1986 5■cゐ∂∂gぶ㍑和才がαJぶ彪肋

（受稿5月21日：受理3月20日）




